
子ども・子育て支援等に関するアンケート

自由回答意見のまとめ
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区分① 区分② 内容 備考　現在すでに行っている内容は肌色
アンケート

アンケート アンケートをスマホで回答出来るようににしてほしい 表紙のQRコードからスマホで回答できます

　　〃 このようなアンケートは続けてほしい

　　〃 アンケート結果を広報で公表してほしい

　　〃 アンケートはやめてほしい 長い。アンケートより困っている人のところへ行ってほしい

育児関係
育児相談 子育ての本音を言えるところがほしい 子育て保健室きんかん（きんかんカフェ・きんかんplus）で子育て相談をしています

　　〃 育児相談後のフォローがないので継続的にしてほしい

　　〃
子育て相談をしたい　（夜間に　障害児のこと　ちろりん予約なしで
カフェで気軽に）

きんかんカフェ・きんかんplusで子育て相談をしています
グループトークは予約不要です
未就園児さんは「ちろりん」もご利用いただけます
子育て支援課で行っていますのでご利用ください
子育て保健室きんかん・発達カウンセリング（未就学児）にて、臨床心理士・公認心
理士の相談を受けられます

育児の促進 小中学生の子育て体験や介護体験

妊婦 妊婦の話を聞いていくれる制度がほしい
妊婦子育て相談を話を聞く機会の1つとして実施している。また、伴走型支援におい
て全妊婦にアンケートを実施し、希望者や必要と思われる方には、対応する仕組み
を設けています

医療関係
医療関係 予防接種はすべて定期接種へしてほしい

医療制度 共立病院の選定療養助成を現物支給にしてほしい

医療体制 町内の小児科の充実 発育、時間外診療

　　〃 町内に耳鼻科、眼科、産婦人科、皮膚科、歯科、児童精神科

　　〃 病児保育を行ってほしい

　　〃 町内外の医療体制のマップがほしい

医療的ケア児 医療的ケア児の入所施設

医療費 子どもの医療費を無料にしてほしい

　　〃 医療費の軽減は継続してほしい

　　〃 不妊治療の助成をしてほしい

出産手当金 出産手当金の支給を早くしてほしい

買い物
買い物 買い物が出来るところを充実させてほしい 子ども用品、ドラッグストア

学校
PTA、役員 PTAの廃止または役員を削減

学習支援 放課後や長期休暇中に学校で学習支援をしてほしい 子ども食堂や子どもの居場所で行われています

学校再編
学校の再編　（小中学校統合　スクールバス導入　小中一貫校　情
報を開示）

現在、学校の規模・配置の適正化について協議を行っています。その関連でバスの
導入を検討中です

　　〃 学校の校区をなくしてほしい
数年先の生徒数の見込みが難しくなり、学校運営に支障がでることが考えられるた
め難しい。現在、学校の規模・配置の適正化について協議を行っています

　　〃 中学校は２校のままにしてほしい

　　〃 統合された後空き教室は有効活用してほしい

　　〃 家から通える距離にしてほしい
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区分① 区分② 内容 備考　現在すでに行っている内容は肌色
給食 自校式給食の継続 現在、給食のあり方について検討をおこなっています

　　〃 給食費の無償化　オーガニック給食の導入 物価高騰に対する負担軽減補助を行っています（R6年7月現在、10％補助）

教育施設整備 大山小の遊具が少ないので増やしてほしい

　　〃 西有田地区の学校設備が悪い 現在、学校の規模・配置の適正化について協議を行っています

　　〃 トイレを洋式化して匂いがしないように整備してほしい
R6年度に臭いの基となる尿石除去の業務を行っています。洋式化については、随時
進めていきます

　　〃 水道を温水にしてほしい

　　〃 学校で使う道具は使いまわししてほしい

教育内容 子どもの学力に応じたクラス編成

　　〃
特色ある学校づくり　（パソコン、イマージョン教育、自然、ICT、伝統
文化）

インクルーシヴ教育、英語の充実、お金の教育、少人数制

　　〃 教職員の質の向上　再教育が必要　数が不足している

　　〃 他市との学校と交流しテストの比較を行ってほしい

　　〃 学力を向上し中高一貫校への流出を減らしてほしい

　　〃 現在の子ども達に合わせた教育をしてほしい

　　〃 学校での生活の充実　（学べる環境　柔軟な　楽しいと思える）

　　〃 教員の受け持ち教科を流動的に

　　〃 性教育を行ってほしい
小学校６年生から中学校３年生を対象に、年齢に合わせた性教育（講演会含む）を
実施している

　　〃 教育方針を掲示してほしい

経済的支援 学級費の無償化または減額 ３人目無償化

コミュニティ 地域の方が活動する取り組みをしてほしい

情報 高校進学のための説明会の情報が知りたい

その他 カウンセリングを受けられる機会を増やしてほしい
県から町に配分される時間数がR6年度に増えました。学校へご相談ください。
要望を基にスクールカウンセラーの配置時間を各校増やしています

　　〃 学校での習字セットはレンタルにしてほしい

　　〃 小学校の制服化　洋服代より安くつく

　　〃 いじめ対策をしてほしい

　　〃 卒業式にはかまで出席したい、既に持っているので負担になる

　　〃 支援学級を充実してほしい

　　〃 有小と中部小とでタブレット購入の差が気になる

通学 通学用バスがほしい
現在、学校の規模・配置の適正化について協議を行っています。その関連で導入を
検討中です

　　〃 有中の自転車通学用に坂の下に駐輪場がほしい（NTT跡）

　　〃 新１年生の集団登校

部活 部活動の部を増やしてほしい

　　〃 部活動の送迎を親がしなければならないので減らしてほしい

不登校 不登校児童生徒へのオンライン授業

　　〃 不登校の親同士の交流の機会

　　〃 不登校対策をしてほしい
学校に相談するとスクールソーシャルワーカーなどの対応もできますので、まずはご
相談ください
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区分① 区分② 内容 備考　現在すでに行っている内容は肌色
　　〃 学校経由でのカウンセラーとの対話を増やす

防犯 登下校の安全な体制を充実させてほしい 見守り隊の都合で登校時間が早くなり困る、カメラの設置

　　〃 ottaの全員配布

行政
行政 収入に関わらず家計の状況をみてほしい

　　〃 可燃ごみをプライバシー保護から半透明にしてほしい

公園 子どもが利用しやすい公園がほしい

　　〃 公園の充実　（遊具、鉄棒、　アスレチック、幼児用） バスケット、サッカー、高校生が利用出来る

　　〃 中央公園円山公園の駐車場とトイレの整備をしてほしい 洋式化、管理

　　〃 炎博公園内にカフェがほしい

　　〃 子どもが遊べる施設を増やしてほしい　（自転車が使える）

子育て支援 出産から子育てに必要なパンフレットを作ってほしい

　　〃 KIDS　LINEへ自治体として助成し利用を促してほしい

子育て相談 専門的で気軽な子育ての相談 小学生以上、病気やケガ、引きこもり、障害児、受験学費

図書館 図書館で読み聞かせを行ってほしい

　　〃 本の貸出期間を延ばしてほしい

　　〃 大きな図書館がほしい　所蔵が少ない

パーキングパーミット パーキングパーミットに自転車が止まっていて困る

行政サービス
育児相談 ベビーシッターがほしかった

買い物 子育て世帯の買い物代行サービス

家事 子ども向けの安全な総菜、外食できるところ

　　〃 家事代行サービス 夕食の配食

教育 就学前の学習支援を行ってほしい

子育て相談 きんかん利用の日時を増やしてほしい 継続してほしい

子ども食堂 子ども食堂や子どもの居場所を増やしてほしい　内容の充実

　　〃 子ども食堂への助成額が大きい。自己満足でやられてる。

子ども相談 子ども専用の相談窓口

子どもの居場所 児童クラブではなく子どもが自由に行ける施設がほしい

　　〃 外国の子と交流で来る場

　　〃 屋内で遊べる場がほしい　土日祝日も 児童センター、泉山体育館、空き家

　　〃 中高生が勉強できるスペース　飲食が出来るフリースペース

　　〃 夜間母と夜泣きの子どもが集まれる場所

　　〃 灯すラボアフタースクールは続けてほしい

子の預かり 子どもを預けれるところがほしい　土日祝日夜間　理由関係なく

サービス 保育園や児童クラブで夜ごはんを出してほしい

　〃 長期休暇時の昼食サービス　留守番こどものみまもり

産後ケア 産後ケアの充実

送迎 子どもの送迎を行ってほしい 習い事、保育園、療養施設　部活動、中学校、高校

町政 グランドや体育館を自由に使わせてほしい
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区分① 区分② 内容 備考　現在すでに行っている内容は肌色
　　〃 姉妹都市交流の活発化

　　〃 子どもの未来をあきらめなくていいようにお金を使ってほしい

　　〃 町は子どものために行動していない、しっかりしてほしい。

　　〃 町政に対して何を期待していいかもわからない

　　〃 空き家対策の推進

　　〃 子どもがやる気になる環境づくり

　　〃 発達に関する各機関の情報共有を丁寧に行ってほしい

　　〃 有田町は子育て世帯の支援がない　子育てがしにくい

　　〃 役所を月に１回日曜日を開庁してほしい

　　〃 障害者支援に配慮をしてほしい

　　〃 高齢者よりも子どもへの支援を優先してほしい

　　〃 子育て支援課は施策や子育て情報を知る窓口にしてほしい

病後児保育 病後児保育の手続きを簡素化、利用条件の緩和

病児保育 病児保育を行ってほしい
ファミリーサポートセンター ファミリーサポートセンター事業を行ってほしい

まちづくり 町を活気づけてほしい ゲームセンター、カラオケ施設がほしい

リサイクル 子ども用品のリサイクル

経済的支援
給付所得制限撤廃 子育て支援は課税等の制限を設けないですべての子にしてほしい

経済的支援 子育て世帯への経済的支援 毎年、教育格差解消、学用品、食料品の支給

　　〃 給付対象者を見極めてほしい

　　〃 出産時、乳幼児の子育てへの支援

　　〃 制服の無償化

　　〃 おむつ、粉ミルクの配達、食材の宅配が必要

　　〃 子の３人目は給食費無償化、保育料無償化

　　〃 高校以上の教育費支援　通学の補助

　　〃 有田町は佐賀県内の他市町より給付金が少ない 県内で有田町のように独自の給付金を行う所は少ないです

　　〃 児童手当の所得制限を撤廃するか町独自で給付してほしい 令和６年１０月より児童手当の所得制限をは撤廃されます

　　〃 親が障害者のため働けない子どもの支援 児童扶養手当、ひとり親医療費助成が受けられます（所得制限あり）

　　〃 産休育休時のさらなる支援

　　〃 部活動費の支援

　　〃 海外留学ホームステイへの支援

　　〃 商品券をただ渡すだけではなく有田のことを理解する取り組み

　　〃 チャイルドシート補助金がうれしかった

　　〃 ベビーシッター利用時の補助

　　〃 子どもにかかる費用をすべて無料にしてほしい

　　〃 町独自の奨学金　（有田町への将来の在住を条件に）

　　〃 子どもの公共施設利用無料化

住宅支援 低所得世帯への家賃の補助、リフォーム補助

　　〃 空き家を安く貸してほしい
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区分① 区分② 内容 備考　現在すでに行っている内容は肌色
　　〃 町でファミリー用の一戸建て住宅をつくってほしい

進学 進学時と学費への支援 私立中学、大学、高校

多子世帯 多胎児世帯への支援

　　〃 兄弟が多い家庭への経済的支援

男性の育児参加 男性育休取得者への給付金

習い事への支援 習い事への助成 塾、スポーツ

入学準備金 入学準備金の給付は有難かった 継続してほしい

　　〃 子育ての給付金は非常に助かる。有田にきてよかった

　　〃 入園入学時に給付金があればいい

　　〃 入学準備金は大学時と就職時にもしてほしい

ひとり親 ひとり親への経済的支援 家賃補助、入学時、住宅購入、

　　〃 ひとり親だけでなく公平に支援をしてほしい

健診

乳幼児健診 乳幼児健診を午前中　時短
医師の診察の都合上、午後にしか出来ません。予約制にして時短に努めているとこ
ろですが、更に出来る限り見直しを行います

　　〃 乳幼児ばかりではなく母の相談を聴いてほしい 妊婦子育て相談を話を聞く機会の1つとして実施しています

　　〃 言葉使いを気を付けてほしい　普通の子はと言われて不安になった

　　〃 三歳児健診、六歳児健診をしてほしい
3歳児健診は、3歳6ヶ月ごろにならないと発達のチェックができない内容があるため
佐賀県では3歳6か月に実施するようになっています

乳幼児支援 乳幼児の食事について

乳幼児支援 子どもの体重、身長をはかるサービス
妊婦子育て相談を毎月1回実施しており、この機会に希望者の計測を実施していま
す。また、個別に計測のご相談があった場合には、対応しています

妊婦 妊婦健診の補助券の迅速化

交通
交通 運転マナーが悪いので交通ルールを学ばせてほしい

　　〃 コミュニティバスの路線の見直し ゆいたん、炎の博、医療機関まで

　　〃 JR、MRの環境整備 本数増　踏切の設置　駐車場増

　　〃 川沿い街灯のLED化でホタルが見えなくなった

　　〃 JR有田駅員の滞在時間が短い

コミュニティ
子ども会 子ども会は希望者だけにしてほしい

　　〃 子ども会を活発にしてほしい

コミュニティ 小学生の関連行事を多く大変なので減らしてほしい

　　〃 周囲の優しい目。　噂好きで子育てがしにくい

　　〃 地域の活動、区役を子育て中は考慮してほしい

　　〃 公民館を多世代交流の場にしてほしい

　　〃 町内行事が多く負担　集約してほしい 出不足金が高い

　　〃 役員の数を減らしてほしい

　　〃 町民運動会、町民オリンピックが苦痛で出たくない

　　〃 あまり家庭内に踏み込んでほしくない

　　〃 地域の人と交流を推進してほしい　子育て支援へつなげる 田舎の交流も必要
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区分① 区分② 内容 備考　現在すでに行っている内容は肌色
　　〃 町内会費が高い

防犯 子どもにGPS装置の配布

雇用
雇用 勤め先が少ない

　　〃 企業誘致をしてほしい

　　〃 労働雇用環境の整備

　　〃 伝統文化の仕事を動画でまとめて子どもがみれるように

社会
社会 母子家庭の地位向上

職場の理解 妊娠時仕事が休みずらかった

　　〃 育児休業後に復職後不安

　　〃 子の病気中の勤務体制や職場の理解の周知

　　〃 子どものための休暇の促進

　　〃 シングルマザーが子の病気になったら働けない

女性相談 女性の社会進出の促進

　　〃 女性が相談しやすい環境づくり

住まい バリアフリーの賃貸住宅

情報
障害児支援 支援クラスの進路情報を知りたい

障害者支援 障害がある子への支援の情報

情報 進学や人生設計に関する情報の提供

　　〃 教育の情報の周知

　　〃 再婚の相談先

　　〃 子育てと介護を両立できる情報が知りたい

　　〃 子どももつれていける飲食店情報

体験講座イベント
教育 英語教育を無料で

交流 子育て中の親の仲間を増やすきっかけ作りがほしい 未就学児

子ども 子ども向けイベントの充実 運動教室、自然にふれる、遊び、家族参加、炎の博で開催

体験講座イベント 自己肯定感を育てる企画

　　〃 講演会の開催 体験談、父の参加促進、オンライン配信、いじめ、産前産後

　　〃 親への子育ての学習 ペアレントトレーニング

　　〃 中学生の親子が一緒に体験する場

　　〃 多様な人が集まれる遊び場がほしい

妊婦 出産や子育ての体験談が聞ける機会がほしい
R5年度から両親学級を開催し、参加者に経産婦さんがいる場合には、指導を実施し
ている助産師が体験談を聞けるようにサポートしています

文化 文化面のイベントをしてほしい 音楽会、プログラム、お絵描き、映像、独立開業、ピアノ

男性の育児参加
男性の育児参加 子育てのためのパパの集いのイベント 妊娠出産体験、育児家事

　　〃 男性育休取得の推進
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区分① 区分② 内容 備考　現在すでに行っている内容は肌色
　　〃 高齢者向けの男性の育児家事への促進

　　〃 生活費を全くださない

　　〃 男性の授業参観への参加促進

道路
道路 通学路の歩道と街灯を整備してほしい

　　〃 大型トラックが通学の邪魔をしている

習い事
教育 子に英語を身につかせたい

　　〃 子どもにパソコンを身につかせたい

　　〃 家庭教師無料化

　　〃 学校帰りに行ける塾がない

　　〃 有田町の教育のレベルが低い

情報 習い事の情報を周知してほしい

　　〃 習い事の種類を増やしてほしい

習い事 知育の習い事を充実してほしい

　　〃 各種教室の実施の際、公民館を開放してほしい

保育行政
経済的支援 保育園の料金の見直し 一時保育、延長保育

　　〃 保育園給食費を無料に

　　〃 保育園を休んだ日はお金を返還してほしい

　　〃 保育料無償化又は減額 第２子以降無償

習い事 保育園で英語、リトミック、そろばん、水泳を行ってほしい

保育行政 保育園入園手続きを簡素化してほしい 手続きの簡素化、登園基準の見直し

　　〃 保育園の一号認定の説明をわかるようにしてほしい

　　〃 土日、年末年始休暇祝日に子を預けたい

　　〃 保育士の教育を行ってほしい

　　〃 保育園が少ない

　　〃
保育園の兄弟児のカウント方法を見直してほしい　小学生まで広げ
て

　　〃 独自のルールや教育方針が子どもの成長を妨げているので指導を

　　〃 コロナを理由にイベントが中止されたままで自由に遊ばせてない

　　〃 地域の方が活動する取り組みをしてほしい

　　〃 保育園の過ごしている様子を知りたい

放課後児童行政
放課後児童行政 放課後児童クラブの利用日、利用時間を拡大してほしい 700～1900　土日開所

　　〃 求職期間が１ヵ月は短い

　　〃 大山地区に民間の放課後児童クラブを作ってほしい

　　〃 長期休暇中だけ放課後児童クラブを利用したい 民間の放課後児童クラブでは長期休暇だけ預けられる所もあります

　　〃 クラブで送迎をしてほしい（家までか） クラブ対応出来れば送迎可能です

　　〃 放課後児童クラブの金額が高い
町立クラブでは、児童扶養手当受給世帯で、同時に2人以上お子さんを預けている
場合は、2人目以降は利用料免除になります
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区分① 区分② 内容 備考　現在すでに行っている内容は肌色
　　〃 民間放課後児童クラブの支援をしてほしい 大部分を補助金で運営されています

　　〃 放課後児童クラブ利用料金を利用日数にしてほしい 民間児童クラブでは利用日数で行ているところもあります

　　〃 長期休暇中に食事を提供してほしい 民間で提供しているクラブがあります

　　〃 支援員の数を増やしてサポートが必要な子に対処してほしい 各クラブの状況に応じて支援員の配置を行っています

　　〃 親の就業に関わらず預かってほしい 預かっている子どもの居場所があります

　　〃 高学年の枠を少し広げてほしい
利用対象者は1年生～6年生までですが、定員を上回る入所申請があった場合は家
庭の状況と学年で入所選考を行います

ゆいたん
ゆいたん ゆいたんの場所を町中心部にしてほしい

　　〃 ちろりん利用対象者の拡大 インスタの活用

　　〃 ゆいたんの土日の利用を拡大してほしい

　　〃 ゆいたんにコインランドリーがほしい

　　〃 乳幼児が室内で遊べる施設がほしい ゆいたんのちろりんをご利用ください

感想
アンケート 末端の家庭にアンケートをしてもらえることに感謝します。

学校 有小建て替えには疑問

感想 子どもの医療費助成は助かっている

　　〃 いろんな給付金をもらえて有難い

　　〃 子の療育を町から勧められて感謝している。

　　〃 いまの教育で充実している。ありがとうございます。

　　〃 保育園、放課後児童クラブ、子ども食堂が充実していてよい。

　　〃 有田町は住みにくく子どもを住まわせたくない

　　〃 不満はありません。学校や行政に感謝しています。

　　〃 細やかに気をかけてくれる町です。相談しやすく住みやすい。

　　〃
高齢者に優しく子どもに優しくない。子ども達は有田に暮らしてほしく
ない

　　〃 高校生までの医療費助成は非常に助かる

　　〃 子どもの居場所に参加してまわりからいいパワーをもらえている

　　〃 地方での子育ては都市部より地域のサポートがあり子育てしやすい

子育てへの不安 子どもが欲しくても経済的に余裕がない

子ども食堂 仕事の後、力が残ってなく子ども食堂が大変ありがたい。

子どもの居場所 様々な支援をされていて今のまま続けてほしい

コミュニティ とても平和、美しい町、安全で安心感のある町のままで

　　〃 転入者へ延々と冷たい

　　〃 離婚した家庭にまわりが冷たい

町政 有田町には期待していない

放課後児童行政 安心して預かったもらえているので助かってます

心配事
不安なこと 夫が子育て家事を一切しない
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区分① 区分② 内容 備考　現在すでに行っている内容は肌色
　　〃 子どもへのしかり方がわからない

　　〃 子どもにかかるお金の不安のため産めない

　　〃 母が病気の際、父の収入だけで子育てが大変だった。

　　〃 子どもの未来をもっと考えてほしい

　　〃 物価高騰が不安

　　〃 ひとり親での子育ての不安

　　〃 子育てのストレスが多い

　　〃 子育てと仕事の両立が大変で心身疲れている

　　〃 仕事が忙しく子どもとゆっくり接することができない

　　〃 子どもが勉強しない

　　〃 就学前相談で支援学級のことで誤った情報を伝えられ困った

　　〃 地方は高校や大学の選択が少ない

　　〃 子が障がい児で不安　町内でOT,STが受けられる所があれば

　　〃 配偶者が生活費を払ってくれないけど児童扶養手当がもらえない

　　〃 図書館で本を借りたいが子が破るので借りれない

　　〃 子どもが保育園に行きたがらなくて不安

　　〃 子どもに寛容な高齢者が少なくなった

　　〃 ITが使えないので子育て情報収集が出来ない

　　〃 地域の企業の賃金が低い

　　〃 子どもが勉強せずにスマホでゲームばかりしている

　　〃 有田に若者が住まないのは問題がある

　　〃 同世代の子どもを持つ親との関わりがない

　　〃 仕事が忙しく子どもの睡眠時間が短くなってしまうこと

　　〃 子どもの成長について不安

その他
その他 セイタカアワダチソウの種の綿にこまっている

　　〃 老人ホームの支援が受けられること

町以外の制度

町以外の制度 児童手当の拡充
R6.10月から制度拡充（所得制限撤廃、高校生年代までの支給対象、第3子以降手
当月額万円、多子加算となる子の範囲に経済的負担のある大学生年代の子を含め
る、支給回数年6回）を予定しています

町以外の制度 離婚後の養育費をもらえる制度

　　〃 子の病気のための親の休業補償

　　〃 児童扶養手当制度見直し R6.11月より所得制限限度額の変更、児童３人以降の手当額の増と見直し

　　〃 税金を５月ではなく時期をずらすか分納を可能にしてほしい

　　〃 養育費の算定表を見直してほしい

　　〃 子の扶養控除を見直してほしい

　　〃 減税、社会保障費減額してほしい
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